
（５）庁舎本館にヘチマのグリーンカーテンを設置

（２）デマンド(最大需要電力)監視装置の活用

　今夏は例年にない猛暑だったことや電算用サーバーの新旧システムの並行稼働及び７月に

庁舎第４別館で参議院選挙の期日前投票があったことから、平成24年と比べた場合、使用最

大電力が0.7％、使用電力量が5.8％増加したものの、震災前の猛暑年の平成22年と比べると、

（４）始業前や昼休みの消灯、残業時の部分点灯の徹底

使用最大電力が10.7％、使用電力量が5.8％削減できました。

松山市庁舎における今夏の節電実績について

【今夏の節電実績（本館・別館・第２別館・第３別館・第４別館）】

【主な節電対策】

（３）庁舎の窓際の照明（日中明るい場合）や廊下の不要な照明の消灯の徹底

（1）クールビズの徹底、冷房時間の短縮、冷房機器の運転台数の見直し
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